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いわゆる境界域梗塞の運動症候
－再考－

横地健治

35w，生後1ヵ月で低体温，独歩4y10m

股屈曲内転で下肢持ち上げ
→大殿筋の骨盤後傾ができず
→骨盤前傾･股屈曲外転位への
虚脱

• 股屈曲
 股伸展は対抗できない

• 頚後屈
• 肩のひけ(後外方へ)
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1y4ｍ

右股屈伸繰り返し

両下肢小刻み屈伸

円背座位

頚後屈

過活動筋群への対抗運動

両上肢側方or前外方伸ばし

• 股屈曲 対抗として股伸展活動する
• 頚後屈
• 肩のひけ(後外方へ)

過開口
Anticipatory postural 
adjustmentsの範疇

1y9m

円背著明
下肢挙上

足を手のよう
に使う

立て膝背臥位で背這い

Sit on air

強い体幹屈曲位

半側臥位で股屈曲外転位保持

強い体幹屈曲(=腹直筋過活動)
により骨盤後傾する
→股屈筋は無力化する
→股伸筋が稼動しやすくなる 肩のひけがあると、手は前下では使いにくい

股屈曲位では、前下で足が使いやすい
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2y6m

V字バランス

•体幹屈曲(骨盤後

傾)･股屈曲位
•膝屈曲･足底屈･
手の後方押しに
よる推進

股屈曲
体幹屈曲(骨盤後傾)

いざり

左立て膝いざり4y0m

左膝屈曲･足底屈・右膝屈曲・右手の後方押し による推進

股屈曲四つ這い

左手掌屈

右手鷲手

4y9m

股屈曲位 手の後出し
体幹回旋と微小股伸展の交互繰り返し

小刻み膝歩き

左股伸展荷重
の失敗

右膝縦立てつかまり立ち

小刻み歩き

•股膝屈曲位で弱い体幹
前傾
•重心は後方にあり
後ずさりしやすい

•速い踏みしめ*の交代
微小股伸展と体幹回旋

強い股屈曲と弱い体幹前傾→重心の後方化

股屈筋の強収縮を体幹伸展と骨盤後傾で打ち消す

*大きな可動域の股屈筋収縮で股伸筋のelastic recoilを得て、
これと同期した股伸筋収縮で股伸展力を増す

countermovement
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4y10m 小刻み踏みしめ歩き

重心後方化の股屈曲と体幹前傾

過開口

尻出し立ち上がり

大腿体幹が密着し水平になり、膝伸展し、遅れて体幹が起き上がる 股伸筋elastic recoilの利用

股屈前傾歩行
手もみ
手の後方引け

奇妙な手使い

11m

• 股屈曲･外転
対抗しうる股伸展はあり

• 腰椎伸展
• 頚後屈
• 肩後外へひけ・肘屈曲
➢ヒコーキ位

股屈曲への対抗

ヒコーキ位

↑
過開口

股内転の脱力

• 38w, 独歩 2y11m

• 軽度知的障害

7

8



5

1y8m

右股伸展荷重の失敗
→股屈筋バネの短縮
→下肢前方振り上げ・体幹後傾

股屈筋バネの短縮張力を
脊柱伸展･骨盤後傾張力で
対抗する

2y6m

過開口

上肢挙上後方支え足踏み歩き

• 体幹前傾を肩上後から支える
・肩後上方向へのひけで体幹前傾を支える

• 股屈曲あり
・強い股屈曲バネを前倒れの重力で対抗する

• 頻回な小刻み足踏みをする
・股伸筋のelastic recoilを利用する

頻回な交互手打ちつけ

腕を前下出しする筋の
elastic recoilを利用する
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• 股屈・膝屈・体幹前傾・上肢後方位 股屈曲に対応

• 軽度開脚・骨盤の振り子

• 足踏み・極小歩幅前進（軽度開脚）

• 小刻みすり足前進

• 一側足の宙浮き 振り子の停滞

7y8m

強い股屈曲バネへの対応

10y 12y

• 体幹前傾
• 股屈曲
• 肩ひけ
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いわゆる境界域梗塞の運動障害

• いわゆる境界域梗塞にみられる患者の運動障害の本体は、下肢運動で、運動開始に伴

う基盤筋活動の抑制が不完全であることである。これにより股伸展可動域の制限、

反抗運動がみられる。具体的には、股屈筋がバネ様張力を保持しており、これに

対抗するための重心の後方化がみられる。また、踏みしめの反抗運動がみられる。

• 上肢運動でも肩伸展･内転･内旋・頚伸展の筋活動がわずかな優勢はみられる。手

の前方に出にくさはあり。手指の偏位、過大な指運動もあり。過大な開口もみら

れる。
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